
　

酒
田
市
武
道
館
は
、
隣
に
酒
田
光
陵
高

校
の
真
新
し
い
校
舎
が
あ
る
、
閑
静
な
松

林
の
中
に
凜
と
佇
ん
で
い
ま
す
。
武
道
館

は
そ
の
名
称
の
通
り
、
柔
道
、
剣
道
な
ど

の
道
場
で
す
が
、
ダ
ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
武
道
以
外
で
も

大
い
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

管
理
人
の
業
務
は
、
基
本
的
に
行
政
で

定
め
ら
れ
た
管
理
基
準
に
沿
い
つ
つ
も
、

更
に
利
用
者
の
要
望
な
ど
を
聞
き
入
れ
な

が
ら
の
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

要
は
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
決
め
ら
れ
た
通

り
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
如
何
に
利
用
者

に
気
持
ち
よ
く
汗
を
流
し
て
も
ら
え
る
か

考
え
な
が
ら
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
但
し
、
基
準
を
逸
脱
し
な
い
対
応

で
あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
で
す
。

　

そ
こ
は
長
年
の
経
験
と
勘
で
対
応
し
て

お
り
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
及
び
管
理
人
同
士
の
連
携
が
仕
事
を
す

る
う
え
で
大
変
重
要
で
す
。

　

管
理
人
間
の
情
報
の
共
有
や
協
調
、
職

場
の
基
本
ル
ー
ル
の
遵
守
、
利
用
者
に
対

し
て
不
快
な
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
接
客

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
研
修
で
い
た

だ
い
た
「
新
人
管
理
人
の
心
構
え
」
を
改

め
て
読
み
か
え
し
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ー
ン
！
武
道
館
管
理
の
極
意

富
樫
　
勝
二

武道館道場でのダンス練習武道館道場でのダンス練習 武道館道場での運動教室武道館道場での運動教室相撲場相撲場

武道館武道館
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日
頃
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
ご
協
力
、

さ
ら
に
は
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
の
決
算
時
期
と
な
り
、
現

在
精
査
中
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
並
み

の
成
績
で
終
わ
り
た
い
と
、
鋭
意
努
力
い

た
し
て
居
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
部
分
に
つ

い
て
、
傾
注
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
基
本
的
な
考
え
方

　

こ
れ
は
昨
年
同
様
に
、「
小
さ
く
て
も

き
ら
り
と
光
る
唯
一
無
二
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
作
る
」
と
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は

①
コ
ロ
ナ
禍
四
年
目
と
な
り
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
風
潮
が
高
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
ろ
り
で
す
が
、
各
種
会
合
や
文
化
祭

を
開
催
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
を
解
消
し
ま
す
。

②
会
員
の
要
望
や
働
き
方
に
つ
き
柔
軟
な

対
応
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
は

会
員
の
心
配
事
や
困
り
ご
と
に
耳
を
傾

け
、
不
安
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕

組
み
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
と
歩
む
Ｓ
Ｃ
を
目
指
し
て

理
事
長土井

　
一
郎

■令和４年度　第５回理事会（令和４年12月15日開催）
協議事項
第15号議案　日中一時支援事業の開設について
　原案どおり可決承認されました。
第16号議案　職員就業規則の一部改正について
　原案どおり可決承認されました。
第17号議案　職員給与規程の一部改正について
（令和 4年12月分の勤勉手当支給月数の変更について）
　原案どおり可決承認されました。
第18号議案　職員給与規程の一部改正について
（令和 5年 4月以降分の勤勉手当支給月数の変更について）
　原案どおり可決承認されました。

監事報告
令和 4年度　中間監査報告について
報告事項
・日中一時支援事業運営方針について
・インボイス制度について
・新入会員について
　新入会員45名の報告がされました。
・令和 4年 4月～10月の事業実績と事業進捗状況について
・事故報告について
・各委員会の報告について
・その他

③
本
年
一
月
、
不
足
す
る
障
が
い
児
一
時

預
か
り
の
為
に
、
日
中
一
時
支
援
事
業

所
「
き
ら
っ
と
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

滞
り
な
く
業
務
に
励
み
、
公
益
法
人
の

自
覚
を
強
め
る
と
と
も
に
、
社
会
貢
献

に
寄
与
し
酒
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
信
頼
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

④
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
本
年

度
よ
り
進
め
て
い
る
松
事
業
（
他
の
記

事
と
し
て
掲
載
）
へ
の
関
わ
り
を
深
め
、

会
員
の
働
き
口
の
拡
大
、
農
福
連
携
へ

の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

⑤
今
従
事
し
て
い
る
、
請
負
・
派
遣
業
務

に
対
し
、よ
り
理
解
の
う
え
、磨
き
直
し
、

深
堀
に
努
め
契
約
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑥
事
業
運
営
か
ら
事
業
経
営
へ
、
そ
し
て

ま
た
事
業
運
営
へ
と
進
め
ま
す
。

　

若
干
⑥
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

運
営
と
は
、
例
え
ば
運
動
会
な
ら
無
事
に

終
了
す
れ
ば
、
終
わ
り
で
す
。
経
営
と
は

運
動
会
を
無
事
終
え
さ
せ
、
な
お
か
つ
利

益
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在

当
シ
ル
バ
ー
は
利
益
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

実
は
③
事
業
は
努
力
し
て
も
赤
字
と
な
り

ま
す
。
な
ぜ
こ
の
事
業
を
や
る
か
と
言
え

ば
、
公
益
社
団
法
人
の
経
営
は
収
支
相
償
、

い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
が
求
め
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

理 事 会 報 告

主
事
　
佐
藤
　
祥
崇

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規
制

緩
和
が
徐
々
に
進
み
、
再
び
元
の

生
活
を
取
り
戻
し
始
め
て
い
ま
す
。

今
ま
で
我
慢
し
て
い
た
旅
行
な
ど

で
ス
ト
レ
ス
を
少
し
ず
つ
解
放
し

な
が
ら
も
、
引
き
続
き
う
が
い
手

洗
い
の
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策

を
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
場
で
外
に
出
る
機
会

も
減
り
、
体
が
な
ま
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
会
員
の
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
思

い
当
た
る
節
が
あ
る
会
員
の
皆
様

に
春
に
な
っ
た
と
き
ま
た
元
気
に

就
業
で
き
る
よ
う
に
転
倒
予
防
体

操
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

安
全
就
業
だ
よ
り
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令
和
五
年
一
月
二
十
一
日
㈯
に
、
日
中

一
時
支
援
事
業
所　

酒
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
っ
と
」
を
開
所
い
た

し
ま
し
た
。（
写
真
は
８
頁
に
掲
載
）

　

日
中
一
時
支
援
事
業
と
は
障
が
い
児
を

一
時
的
に
施
設
へ
預
か
り
、
見
守
り
等
の

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
児
の

日
中
に
お
け
る
活
動
の
場
の
確
保
や
そ
の

家
族
の
就
労
支
援
、
介
護
負
担
の
軽
減
な

ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

酒
田
市
に
お
い
て
は
、
平
日
の
障
が
い

児
の
施
設
は
あ
る
程
度
充
足
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
土
曜
日
及
び
祝
祭
日
に
お
い
て
は

在
宅
障
が
い
児
を
預
か
る
日
中
一
時
支
援

事
業
施
設
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

二
十
七
年
頃
か
ら
シ
ル
バ
ー
派
遣
に
力
を

注
ぎ
、
学
童
保
育
で
の
指
導
員
補
助
の
仕

事
や
介
護
施
設
で
の
介
護
補
助
の
仕
事
、

障
が
い
児
施
設
で
の
支
援
員
補
助
の
仕
事

な
ど
福
祉
分
野
で
の
仕
事
へ
も
進
出
し
て

き
ま
し
た
。
幸
い
に
も
そ
れ
ら
実
績
が
認

め
ら
れ
、
酒
田
市
及
び
相
談
支
援
事
業
所
、

利
用
者
の
保
護
者
の
皆
様
よ
り
、
派
遣
実

日
中
一
時
支
援
事
業
に
つ
い
て

事
務
局
長

髙
橋
　
　
純

績
の
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
中

一
時
支
援
事
業
の
運
営
を
担
っ
て
も
ら
え

な
い
か
と
の
打
診
が
あ
り
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
開
所
す
る
方
向
で
計
画
し
た

も
の
で
す
。
開
所
す
る
ま
で
は
、
役
職
員

合
同
研
修
会
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
へ
の
視
察
研
修
な
ど
多
く
の
研
修

や
視
察
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
全
国
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
セ
ン
タ
ー
は
あ
ま
り
目
に
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
五
年
、
当
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

て
か
ら
四
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に

当
た
っ
て
、
新
し
い
分
野
へ
の
仕
事
の
挑

戦
と
捉
え
開
所
を
決
意
し
ま
し
た
。

事

故

報

告

労災事故
発生日時 発生状況 原因と対策
令和４年
10月７日
63歳女性

学童保育所で就業中、雨天時傘
をさしながら落ち葉清掃をして
いたところ、バランスを崩した
際に傘の中骨で左手薬指を切っ
た。

・・雨天時、傘をさして片手での作
業は、突発的なことに対応でき
にくいため避け、どうしてもや
らなくてはいけない場合は、雨
具を着用し、両手が使える状態
で作業するようにする。

傷害事故
発生日時 発生状況 原因と対策
令和４年
10月８日
68歳男性

特別養護老人ホームの夜間受付
業務の就業中、転倒して動けな
くなり救急搬送される。

・・筋力、バランス感覚、視力など
の低下により、転倒しやすくな
っていることを意識し、周囲の
環境に注意し、日頃から適度な
運動を心がける。

（
令
和
五
年
二
月
八
日
現
在
）

（施設及び事業概要）
事業名 日中一時支援事業

施設の目的

在宅の障がい児の保護者が、冠
婚葬祭や病気、介護の休息など
の理由で、家庭での介護ができ
なくなったとき、日中一時的に
預かることで、利用者とその家
族の福祉の向上を図ります。

施設の名称 公益社団法人　酒田市シルバー
人材センター　きらっと

施設の所在地 酒田市相生町２丁目３番80号

電話番号

０９０－２４１５－１０９６
（土曜日・祝祭日）
０２３４－２２－３３４４
（平日：酒田市シルバー人材セ
ンター）

管理者氏名 髙橋　　純

スタッフ 当センター職員及び会員
（社会福祉士、保育士など）

施設の
運営方針

対象児の心身の特性に応じて、
対象児を一時的に保護又は支援
することにより利用者の負担軽
減を図り、もってきめ細やかな
サービスを提供します。

利用定員 10名（障がい児）

営業日 土曜日及び祝祭日
（12月29日〜１月３日を除く）

営業時間 ８：30～17：15
提供地域 酒田市全域

　

会
員
の
皆
様
の
健
康
な
体
が
安

全
就
業
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
他
セ
ン
タ
ー

の
模
範
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

日中一時支援事業「利用者との交流風景」日中一時支援事業「利用者との交流風景」
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皆
様
お
正
月
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し

に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
冬
場
、
寒

風
吹
き
す
さ
ぶ
酒
田
市
で
は
、
外
に
は
あ

ま
り
出
ず
、
お
せ
ち
や
餅
を
食
べ
、
こ
た

つ
で
ゆ
っ
く
り
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
玄
関
に
門
松
を

飾
り
、
孫
に
お
年
玉
を
せ
が
ま
れ
た
と
い

う
方
も
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
松
」。
日
本
で
は

古
来
よ
り
冬
で
も
青
々
と
し
た
常
緑
高
木

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
命
力
の
象
徴
や
神

様
が
宿
る
木
と
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

常
緑
樹
の
中
で
も
「
祀
る
」
に
つ
な
が
る

樹
木
で
あ
る
こ
と
や
不
老
長
寿
、
繁
栄
の

象
徴
と
さ
れ
て
き
た
た
め
、
様
々
な
行
事
、

神
事
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
は
枝
張
り
が
よ
く
、
高
木
に

な
り
や
す
い
樹
種
で
あ
り
、
塩
害
に
も
強

く
栄
養
分
の
少
な
い
土
壌
で
も
育
ち
ま
す
。

寒
さ
に
も
強
く
、
枝
が
柔
ら
か
く
雪
が
積

も
り
に
く
い
こ
と
か
ら
日
本
海
沿
岸
の
防

風
林
（
防
砂
林
）
と
し
て
も
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

酒
田
の
皆
様
に
は
市
民
の
生
活
を
守
り
、

ど
っ
し
り
と
寄
り
添
う
よ
う
に
佇
む
姿
が

お
馴
染
み
の
「
松
」
で
す
が
、
今
回
は
お

正
月
を
彩
る
「
門
松
」
で
す
。

松
の
生
い
立
ち

主
事
　
佐
藤
　
祥
崇

　

酒
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

令
和
四
年
度
よ
り
秋
田
県
能
代
市
に
本
社

を
置
く
花
卉
農
家
と
正
月
用
松
の
栽
培
に

取
り
組
み
、
生
産
か
ら
加
工
ま
で
シ
ル
バ

ー
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
す
。

　

酒
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
請

負
業
務
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
理
事
長

か
ら
の
「
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
せ
よ
。」
と
の
命
を
受
け
、
一
般
企
業

で
就
業
困
難
な
会
員
や
冬
期
（
閑
散
期
）

の
貴
重
な
収
入
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
農

業
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
新
た
な
事
業
と
い
う
こ
と
で
職

員
に
よ
る
能
代
市
へ
の
現
地
視
察
か
ら
始

ま
り
、
地
権
者
と
能
代
市
花
卉
農
家
と
の

契
約
仲
介
業
務
、
丸
山
至
酒
田
市
長
へ
の

表
敬
訪
問
な
ど
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
一

歩
一
歩
進
め
て
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
は
松
笠
採
取
、
播
種
、
定
植
、
保
守
管

理
（
除
草
、
追
肥
）
か
ら
加
工
作
業
ま
で

就
業
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
四
月
上
旬
に
酒
田
市
黒
森
地
区
に

定
植
を
し
、
約
三
十
ア
ー
ル
ず
つ
面
積
を

増
や
し
、
最
終
的
に
は
約
百
ア
ー
ル
前
後

ま
で
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。
五
月
中

旬
に
は
鶴
岡
市
藤
島
地
区
の
約
十
六
ア
ー

ル
の
圃
場
に
毎
年
播
種
を
し
、
約
一
年
間

育
苗
を
し
て
か
ら
定
植
圃
場
へ
移
植
し
ま

す
。
十
月
下
旬
か
ら
は
約
二
十
人
近
い
会

員
が
交
代
で
正
月
用
松
の
加
工
作
業
に
就

き
ま
し
た
。

　

播
種
か
ら
収
穫
す
る

ま
で
四
、
五
年
も
か
か

る
根
気
の
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
今
年
植
え

た
約
二
十
七
万
本
は
令

和
八
年
に
収
穫
す
る
段

取
り
で
す
。

　

除
草
、
松
笠
採
取
の

作
業
で
は
、
障
が
い
者

施
設
の
方
々
と
一
緒
に

作
業
を
し
、
将
来
的
に

は
農
福
連
携
の
拡
大
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

酒
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
地
域
社
会

へ
の
貢
献
な
ど
公
益
社

団
法
人
と
し
て
の
使
命

を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
総
請
求
額

は
約
六
百
万
円
に
も
な

り
、
丸
山
至
酒
田
市
長

に
も
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
酒
田
市
シ
ル
バ
ー
の

新
た
な
挑
戦
。
皆
様
も

メ
イ
ド
イ
ン
酒
田
の
門

松
を
一
緒
に
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

松の生い立ちの記録

作業時期

黒森圃場の主な作業記録 藤島圃場の主な作業記録
種苗育成に適した砂地の畑に苗を植えて、４年
ほどかけて門松の商品化を図る圃場（令和４年
１月場所選定）

育苗に適した土の畑に播種して、１年間かけて
種苗化を図る圃場（令和４年３月場所選定）

開始 終了 作業内容
（延べ就業人数、延べ就

業時間）
作業風景写真

作業内容
（延べ就業人数、延べ就

業時間）
作業風景写真

月 日 月 日

３ 31 鶏糞、米ぬか散布（２人
日、11時間）

４ ４ 耕起

４ ６ ４ 16

定植作業【苗は秋田県
能代市田中生花より搬
入】（130人日、979.5
時間）
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（前頁につづく）
作業時期 黒森圃場の主な作業記録 藤島圃場の主な作業記録

開始 終了 作業内容
（延べ就業人数、延べ就

業時間）
作業風景写真

作業内容
（延べ就業人数、延べ就

業時間）
作業風景写真

月 日 月 日

５ ２ ５ 31 手取り除草（51人日、336.5時間）

５ 24

播種作業【種は秋田県
能代市田中生花より搬
入】、防鳥ネット設置
（６人日、27時間）

６ １ ６ 17 手取り除草（156人日、1,071時間）

６ 23 圃場、防鳥ネットの片
づけ（２人日、16時間）

６ 25 手取り除草（６人日、45
時間）

７ ８ 追肥作業（４人日、16
時間）

７ 13 
27

手取り除草（４人日、13
時間）

８ ６ ８ 12 手取り除草（15人日、103時間）

９ ４ 
11

手取り除草（４人日、24
時間）

10 初旬 11 中旬 松かさ採取（20人日）

10 19 10 20 手取り除草（２人日、10
時間）

※上記の作業は、主にシルバー会員と障がい者施設の方が行ったものです。
※除草剤散布などの作業は、田中生花で行っております。
※今後は、酒田市内で採取した種を藤島圃場に播き育て、苗になったものを黒森圃場で商品化する流れとなります。

歳寒の松柏
さいかんのしょうはく

（意味）
松や柏などの常
緑樹は、寒い季
節でも緑の葉を
つけていること
から、逆境で苦
しい状況でも、
信念や志を貫く
ことのたとえ。
（出典：論語）

松の豆知識
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『俺の「初恋」は』
　「初恋」この言葉を聞くだけで、なんと照れくさく心
臓がドキドキしてくる。俺の初恋とは何時なんだ。思い
出そうと過去をいろいろと振り返ってみるが出てこない。
しかし、しょっちゅう素敵な女性をみると恋をしている
のだが具体的に進展しない。
　一度だけ、高校２年生の時、異性を感じないで気軽に
話をしていたＭさんがいました。あるときＭさんが別の
男性と手をつないでデートをしているのを見たとき、非
常に悲しい思いに駆られて、吹浦まで歩いて行った事が
あった。これが俺の「失恋」イコール「初恋」なのか。
分からない。
　取り敢えず、結婚して48年付き合ってきた家内が、俺
の「初恋」の人だと言っておこう。

－愛妻家－

『初恋はあんず色』
　私は中学生の頃、舟木一夫の大ファンだった。
彼のブロマイドを集めては友達に見せて自分の
熱中ぶり？を自慢していた。
　高校生になった私は電車で通学。ある朝、横
顔が舟木一夫にそっくりな学生が電車に乗って
きた。
　“ドキドキッ！”その日以来、毎朝彼と一緒
の電車に乗っていることで幸せを感じた。彼は
私のことなどまるで気が付かず、そのまま一年
が過ぎて…。彼は電車に乗らなくなった。“あ
〜彼は卒業したんだ”と私は気がついた。はか
ない私の片思いは終わってしまった。あのドキ
ドキが今でもよみがえる。でもそれは不整脈ら
しい。　　　　　　　　　　　　－清純花子－

『私の片思い』
　昭和34年４月10日、私がまだ小学生の時、皇太子殿下（現・
上皇陛下）がご成婚され、パレードが華々しくテレビで放映
されました。当時テレビは家になく、昔の清水屋デパートで
見た記憶があります。
　皇太子妃殿下になられた方は、“正田美智子”さんとおっ
しゃって、背が高くてカッコ良い女性だと記憶しております。
　それから何年か経ち、中学生になり、１学年10クラスもあっ
た時代ですから大勢の生徒がおりました。その中に、苗字は
違いますが、別のクラスに“美智子”さんという名の女の子
がおりました。やっぱり背が高くて、カッコ良い女の子でし
た。たまに廊下ですれ違うと、心がワクワクした思いでした。
それから一年も経つと、まったく見かけなくなりました。そ
の事を誰にも聞く事が出来ずにいた時、部活仲間から、転校
した事を聞き、失恋の思いでした。　　　－キリンレモン－

『カルピスの味ですか？』
　誰にもありますよネ。
　小学校４年から６年迄３年間同級生だっ
たＮクン。フェミニストの彼は女子の人気
票を集めていつも級長だった。ドッジボー
ルの時には何故かいつも優しいパスをくれ
たっけ。時々視線も感じたなぁ。
　でも…、大学１年生の時でした。地元の
デパートでアルバイトをしていた私が従業
員用の階段を上がっていたら、ナント上か
らＮ君が。「おっ！」「あらぁ〜」
　立ち止まったオッサンになったＮクン。
　無視してそのまま階段を上ってしまった
私でした。
　　　　　－今もカルピス大好きなＳ子－

　日頃、胸中に秘めていたバカ話、無駄話をするコーナ
ー。第５回目は「私の初恋！」と題してお届けします。
　今もなお、青春真っ只中の皆さんから、５分刈りやお
さげ髪のお顔にちょっとおできができたころの、淡～く
ちょっと甘酸っぱい思い出をお寄せいただきました。
　どうぞ、愉しんでお読みください。

　なお、第６回目は「子ども時代の遊び」と題して募集いたします。遠い昔の思い出、この際ですから皆さんにご披
露しませんか。特に締め切りを設けません。封筒の表に「会報原稿」と記入して、事務所または各支所ポストに投入
して下さい。もちろん、匿名で結構です。

日常茶　 事

事
務
局
通
信

事
務
局
通
信

■
会
員
の
皆
様
へ

●
年
会
費
納
入
の

　
　
　
　
　
お
し
ら
せ

　

令
和
五
年
度
も
引
き
続
き
会

員
を
継
続
さ
れ
る
方
は
、
四
月

中
に
各
地
域
班
長
が
集
金
に
伺

い
ま
す
の
で
、
会
費
三
千
円
を

納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

な
お
、
都
合
に
よ
り
退
会
さ

れ
る
方
は
、
班
長
が
伺
っ
た
時

に
「
退
会
届
」
に
記
入
し
て
提

出
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
領
収
証
は
各
地
域
班

長
が
発
行
し
ま
す
の
で
、
直
接

事
務
局
へ
の
納
入
は
ご
遠
慮
下

さ
い
。

※
互
助
会
事
業
中
止
に
伴
い
、

会
員
資
格
を
一
年
間
延
長
す

る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た

の
で
、
令
和
五
年
度
分
の
互

助
会
費
は
徴
収
致
し
ま
せ
ん
。

事事番
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私
は
、
午
前
中
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
介
護
施
設
派

遣
、
午
後
は
酒
田
市

ガ
イ
ド
協
会
の
会
員

と
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
中
で
、
笑
い
の
あ

る
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

介
護
施
設
で
は
、
昔
、
近
所
の
店
に
入

る
と
き
に
「
か
ー
う
⤴
（
買
い
ま
す
）」

と
言
っ
た
言
わ
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
で
も
盛
り
上
り
ま
す
。
こ
ん
な
他
愛

の
な
い
お
し
ゃ
べ
り
か
ら
、
昭
和
の
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

思
い
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
れ
が
酒
田
を
紹
介

す
る
と
き
の
観
光
案
内
に
役
に
立
ち
、「
今

日
は
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
で
す
。

　

身
体
の
衰
え
を
な
く
す
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、「
ぼ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね

ー
よ
」
と
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
日
々
探
求
心
を
忘
れ
ず
、
多
く
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
初
詣
で
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
勤

務
し
た
仕
事
を
退
職

し
、
孫
の
面
倒
を
み
て
い
た
が
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
助
け
が
必
要
な
く
な
り
、
朝
に

な
る
と
今
日
は
何
を
し
よ
う
か
と
悩
む

日
々
。

　

そ
ん
な
中
、
町
内
の
回
覧
板
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
あ
る
の
で
、

是
非
参
加
し
て
下
さ
い
と
。
説
明
会
に
参

加
し
終
了
す
る
と
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
た

い
で
す
か
と
、
働
く
つ
も
り
は
一
切
な
か

っ
た
が
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
仕
事
を
紹
介

さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
早
三
年
。
現
在
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
で
の
仕
事
。
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
心
暖
ま

る
指
導
で
日
々
の
仕
事
を
楽
し
く
、
私
な

り
に
「
こ
な
し
」
て
お
り
ま
す
。
働
い
て

の
一
番
の
収
穫
は
、
人
々
の
心
遣
い
、
心

配
り
が
あ
り
、
こ
ん
な
私
で
も
大
切
に
対

応
し
て
く
れ
、
微
力
な
労
働
で
も
喜
ん
で

く
れ
る
人
が
い
る
ん
だ
と
、
満
足
し
き
り
。

今
迄
に
な
か
っ
た
世
界
。
何
事
に
も
興
味

津
々
で
、
ま
さ
に
、
今
、
育
ち
盛
り
の
高

齢
者
で
す
。
今
後
と
も
お
願
い
し
ま
す
。

芹
田

土
井
　
寿
信

ゆ
た
か松

井
　
悦
子

自
分
流
︑

今
を
楽
し
む

育
ち
盛
り
の
高
齢
者

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
設
出
来
ず
に
い
た
シ
ル

バ
︱
サ
ロ
ン
。
よ
う
や
く
二
回
開
催
で
き

ま
し
た
の
で
、
こ
の
場
で
報
告
し
ま
す
。

︻
第
一
回
目
︼
十
月
二
十
七
日
㈭

　

浜
町
二
丁
目
自
治
会
館
を
お
借
り
し
て
、

方
言
体
操
、
紙
芝
居
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
の
歓
談
。「
久
し
ぶ
り
だ

の
ー
」
と
、
話
が
弾
み
ま
し
た
。（
参
加

者
二
十
名
）

︻
第
二
回
目
︼
十
二
月
十
三
日
㈫

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
二
階
ホ
ー
ル

で
、
方
言
体
操
、
講
座
「
か
し
こ
い
消
費

者
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

よ
り
酒
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
お
二
人

の
講
師
の
寸
劇
。
笑
い
な
が
ら
、
楽
し
く
、

だ
ま
さ
れ
な
い
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
他
、

歓
談
、
紙
芝
居
（
参
加
者
十
六
名
）

　

令
和
五
年
は
、
二
月
二
十
四
日
㈮
、
浜

町
二
丁
目
自
治
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
講
座
「
お
な
か
の
健
康
が
カ
ラ

ダ
の
健
康
」
が
テ
ー
マ
。
講
師
に
、
庄
内

ヤ
ク
ル
ト
販
売
様
を
お
招
き
し
て
、
長
生

き
の
秘
訣
、
健
腸
長
寿
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続
、
サ
ロ

ン
開
設
、
古
民
家
見
学
、
手
芸
等
考
え
て

お
り
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
サ
ロ
ン
開

催
時
は
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
委
員
会
委
員
長

村
上
　
暁
子

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
報
告

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
報
告ティータイム（第１回シルバーサロン）ティータイム（第１回シルバーサロン）

悪質商法対策寸劇（第２回シルバーサロン）悪質商法対策寸劇（第２回シルバーサロン）
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年
を
と
る
と
、
一
年
一
年
が
早
く
過
ぎ

さ
る
感
じ
が
し
ま
す
。
今
年
は
兎
年
ピ
ョ

ン
ピ
ョ
ン
と
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
経
済
が
安
定
し

生
活
が
落
ち
着
く
と
い
い
で
す
ね
。

　

介
護
補
助
業
務
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、

令
和
四
年
版
厚
生
労
働
白
書
に
紹
介
さ
れ

た
事
は
、
と
て
も
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。

又
、
請
負
業
務
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

田
中
生
花
と
の
松
栽
培
で
あ
る
が
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
の
挑
戦
と
な
っ
た
。
次
年

度
に
繋
が
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
努
力
に

感
謝
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
日
中
一
時
支
援
事
業

の
開
設
に
向
け
て
勉
強
し
、
公
益
法
人
と

し
て
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献

出
来
る
よ
う
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
日
、
酒
田
市

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
二
百
十

七
名
の
会
員
に
よ
り
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
て
か
ら
四
十
年
、
今
年
は
酒
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
四
十
周
年
記
念
の
年

で
す
。
六
月
に
は
記
念
誌
を
お
届
け
出
来

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
楽
し

み
に
お
待
ち
下
さ
い
。　　
（
小
林　

隆
治
） I

I
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I
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I
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I
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I
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I
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I
I
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I　
編
集
後
記

　

会
員
の
皆
様
も
、
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な

い
映
画
が
何
本
か
記
憶
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
二
十
四
年
五
月
十
七
日
に
、
五
〇

〇
席
の
映
画
館
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
」
と

し
て
約
二
十
七
年
半
に
わ
た
っ
て
酒
田
地

区
に
お
け
る
文
化
の
中
心
的
な
存
在
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
九
日

の
酒
田
大
火
の
火
元
と
な
り
、
そ
の
ま
ま

閉
館
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
で
す
。

　

大
ス
ク
リ
ー
ン
の
ほ
か
に
、小
劇
場「
シ

ネ
サ
ロ
ン
」
や
少
人
数
の
貸
切
用
「
家
族

室
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
た
。
映
画
評
論
家
淀
川
長
治

も
雑
誌
﹃
週
間
朝
日
﹄
で
「
お
そ
ら
く
世

界
一
の
映
画
館
」
と
絶
賛
し
た
。

　

い
よ
い
よ
映
画
が
始
ま
る
時
に
、
ム
ー

ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
の
音
楽
が
流
れ
、

お
も
む
ろ
に
カ
ー
テ
ン
が
ゆ
っ
く
り
あ
き
、

ス
ク
リ
ー
ン
が
現
れ
る
。
な
か
な
か
の
演

出
で
す
。
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
映
画
が

︹
ロ
ー
マ
の
休
日
︺で
す
。

オ
ー
ド
リ
ー
ヘ
ッ
プ
バ

ー
ン
の
初
々
し
さ
が
映

画
の
虜
に
。
私
達
の
青

春
時
代
、
唯
一
の
娯
楽

が
映
画
で
し
た
。
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